
三角形の合同条件

三角形の合同

2つの三角形は、次のいずれかが成り立つとき合同である
・3組の辺がそれぞれ等しい

・2組の辺とその間の角がそれぞれ等しい

・1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい

<例>

平行と合同 [三角形の合同条件]

＜確認問題＞
次の図について、
合同な三角形の組を記号で表し、
その合同条件を答えよ。
(1)

A
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D

6cm

5cm 5cm

6cm

△ABC≡ △ADC
3組の辺がそれぞれ等しい
＜解説＞
辺ACの長さは与えられていないが、
△ABCと△ADCで
共通する辺なので
長さが等しいことは分かる。

(2)

A

B C
50°

4cm
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△ABC≡ △FDE
2組の辺とその間の角がそれぞれ等しい
(3)

A

C

B
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45°

3cm
F

E

D

105°

45°
3cm

△ABC≡ △EFD
1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい
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